







「国士舘大講堂」 （以下、 「大講堂」 ）は、文化審議会文化財分科会の審議・議決による同審議会の文部科学大臣への答申に基づいて、二〇一七（平成二九）年一〇月二七日、 「国登録有形文化財（建造物） 」に登録された。本稿では、登録の申請に先立ち、二〇一六年七月に
























































































































ンパスのほぼ中央に南面して配される。その東には五号館（一九五八年竣工） 、北には一〇号館（一九六六年竣工） 、西には七号館（一九六三年竣工）と八号館（一九六四年竣工）があり、 周り三方を校舎に囲まれる。
講堂の南前には、植栽サークルに囲まれた創立者・柴




































































































奥には幅三間、奥行一間、高さ一 ・ 五尺（四五五㎜）の畳敷きの講壇を設ける。その奥には、さらに五 ・ 七寸（一七三㎜）上げた幅二間、奥行四尺（一二一二㎜）の床の間を設える。両脇廊下の北奥は 左右とも物置とする。
外観は一見すると入母屋造り、妻入り、流れ向拝付き







































































































































































































































































桁を受ける。陸梁は敷桁に掛かるため、下面で六寸（一八〇㎜）の高低差が生じる。そのため飼木は桁行、梁間でそれぞれ成九 ・ 六寸、三 ・ 六寸×巾六 ・ 六寸×長さ二尺（二九〇、 一一〇×二〇〇×六〇〇㎜）と高さが異なるものが用いられている。飼木は敷桁と二本のボルトで固定される。なぜ 柱の長さが足りなかったのか現時点では不明であ 、柱の全長が一九尺（約五 ・ 七ｍもあることから、当時の規格材料長さや運搬上の制限による可能性も考え 【写真
14】 。
廂空間の外部に立つ側柱（杉）は五 ・三五寸（約






































































































































































































































































































































































杉 は〇 ・ 九寸×〇 ・ 一五寸（二七×四五㎜）
建築調査からみえる国士舘大講堂の建築的特性
39












































































































































































（鴨居）下面は四方額縁で、長押上は広間と廊下同様、長押上の横 ない三方額縁であ なお 経年劣化状況から腰竪板張り 笠木、竪板、巾木、漆喰壁額縁は古いものと推定される。
北西物置は、東西面は腰下を竪板張り、腰上を後補合
























































































































































































































































































































図 5　「国士舘講堂設計図」（『大民』第 4巻第 5号〈青年大民団、1919 年 5月〉）



















































写真 31　1919 年 11月 9日　国士舘落成式・開舘式（左：大講堂、奥：道場、右：本部棟）
写真 32　小屋裏で見つけた天然スレート破片






































（『第 2回中学校卒業アルバム』1929 年 3月）
写真 40　1939 年頃　大講堂（西側）
（『第8回専門学校卒業アルバム』1940年 3月）
写真 41　1977年 3月 29日　大講堂（南東側）写真 42　1977 年 4月 11日　大講堂（東側）

















































































































































































































































写真 66　1932 年頃　外便所（中央奥）写真 67　1962 年 9月 26日　外便所（左側）
下突き当りに木製建具（板戸）か板壁が写り、外便所の出入口境の間仕切りと推定される。「財団法人国士舘設立許可申請書」





九拾七勺坪」との記載がある。現存する大講堂の面積は八六 ・ 三一坪（本調査実測面積、向拝含む） 、 「国士舘講堂設計図」に描かれた外便所の推定面積は















































































向拝へは、基壇まで石段三段 さら 木階四段を上 、建物梁間の間口巾一杯に付く切れ目板張り 濡れ縁へがり大講堂内 廊下へ入る。常用口は木階四段を上がり、内部の廊下 入る。
間取りは、中央を一〇八畳（五四坪）敷きの広間と














































































































































































































































































































































































































































































（52） 「中学校設置ノ件」 （ 『設置廃止（位置変更、改称）に関する許認可文書・中学校・東京都（大正
12年
－ 昭和
21年） 』 、国立公文書館所蔵）所収。
（
（50） 下見板：板の長さ方向を水平にして張った板壁、または張ること。
（
（50） 寄棟造り：大棟（屋根の最頂部の水平な棟）の両端から、四方に隅棟（屋根面が接した部分にできる傾斜した棟）が降りる建物の形式。
（
（55） 切妻造り：切妻屋根を持つ建物。切妻屋根は、屋根の最頂部である大棟から両側に流れをもつもの。
（
（56） 地窓：床面に接した位置にある窓。
（
（50） 当板：部材に添えて取り付ける板。
（
（58） 無目落し掛け：溝の彫られていない落し掛け。落し掛けは、床の間や書院窓の上部にある小壁下に架け渡してある横木。
（
（50） 鏡板天井：細長い小材や角材などによる縁がなく、一枚の鏡板（平らで大きな板）を張り上げた天井。
